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調 査 の 概 要 
 

Ⅰ 第 15 回 21 世紀出生児縦断調査（平成 13 年出生児） 
 
１ 調査の目的  

この調査は、同一客体を長年にわたって追跡する縦断調査として、平成 13 年度から実施し

ている統計調査であり、21 世紀の初年に出生した子の実態及び経年変化の状況を継続的に観察

することにより、少子化対策、子どもの健全育成等、厚生労働行政施策の企画立案、実施等の

ための基礎資料を得ることを目的としている。  

 

２ 調査の対象  

全国の平成 13 年（2001 年）１月 10 日から同月 17 日の間及び同年７月 10 日から同月 17 日

の間に出生した子を対象とし、厚生労働省が人口動態調査の出生票を基に調査客体を抽出した。

双子、三つ子についてもそれぞれの子を対象としている。 

第 15 回調査における対象児の年齢は 15歳（中学３年生）である。 

 

３ 調査の時期  

１月生まれは平成 28 年１月 18 日、７月生まれは平成 28年７月 18 日とした。 

（参考：第１回調査から第６回調査の１月生まれは８月１日、７月生まれは２月１日である。） 

 
４ 調査事項  

保護者…父母の就業状況、保護者が希望する進路、子育てに関する意識、子育て費用 等 
子ども…家族の状況、将来（進路・結婚等）、悩みや不安 等 

 
５ 調査の方法及び結果の集計 

調査票の配布及び回収は郵送により行った。  
なお、結果の集計は、厚生労働省政策統括官（統計・情報政策担当）において行った。 

 
６ 調査票の回収状況等  

調査票の配布数及び回収数は次のとおりである。 
 
 １月生まれ ７月生まれ 合 計 

配布数 回収数 回収率 配布数 回収数 回収率 配布数 回収数 回収率 

第１回 26,620 23,423 88.0% 26,955 23,592 87.5% 53,575 47,015 87.8% 

第２回 23,391 21,923 93.7% 23,575 22,002 93.3% 46,966 43,925 93.5% 

第３回 23,374 21,365 91.4% 23,523 21,447 91.2% 46,897 42,812 91.3% 

第４回 22,439 20,699 92.2% 22,398 20,860 93.1% 44,837 41,559 92.7% 

第５回 21,735 19,824 91.2% 21,824 19,993 91.6% 43,559 39,817 91.4% 

第６回 21,020 19,154 91.1% 21,167 19,383 91.6% 42,187 38,537 91.3% 

第７回 20,182 18,304 90.7% 20,416 18,481 90.5% 40,598 36,785 90.6% 

第８回 19,530 17,978 92.1% 19,731 18,158 92.0% 39,261 36,136 92.0% 

第９回 18,865 17,480 92.7% 19,067 17,784 93.3% 37,932 35,264 93.0% 

第10回 18,359 17,256 94.0% 18,630 16,868 90.5% 36,989 34,124 92.3% 

第11回 17,948 16,426 91.5% 18,111 16,487 91.0% 36,059 32,913 91.3% 

第12回 17,529 16,067 91.7% 17,509 15,998 91.4% 35,038 32,065 91.5% 

第13回 16,960 15,204 89.6% 16,944 15,127 89.3% 33,904 30,331 89.5% 

第14回 16,451 14,780 89.8% 16,392 14,726 89.8% 32,843 29,506 89.8% 

第15回 15,738 14,462 91.9% 15,670 14,348 91.6% 31,408 28,810 91.7% 
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７ 利用上の注意 
 

（１）この概況に掲載の数値は四捨五入しているため、内訳の合計が総数に合わない場合がある。 
なお、各図表は集計客体が異なるため、脚注にそれぞれ総数を掲載している。 

 
（２）調査回における対象児の年齢は以下のとおりである。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：第７回調査（７歳）は、第６回調査（５歳６か月）から１年６か月後に実施した。 
 

（３）表章記号の規約  
 
計数のない場合 

比率が微少（0.05 未満）の場合 
 

 
－ 

0.0 

 
  

調査回 対象児の年齢 
第１回調査 月齢６か月 
第２回調査 １歳６か月 
第３回調査 ２歳６か月 
第４回調査 ３歳６か月 
第５回調査 ４歳６か月 
第６回調査 ５歳６か月 
第７回調査 ７歳（小学１年生） 
第８回調査 ８歳（小学２年生） 
第９回調査 ９歳（小学３年生） 
第10回調査 10 歳（小学４年生） 

第11回調査 11 歳（小学５年生） 

第12回調査 12 歳（小学６年生） 

第13回調査 13 歳（中学１年生） 
第14回調査 14 歳（中学２年生） 

第15回調査 15 歳（中学３年生） 
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Ⅱ 第６回 21 世紀出生児縦断調査（平成 22 年出生児） 
 
１ 調査の目的 

この調査は、同一客体を長年にわたって追跡する縦断調査として、平成 22 年に出生した子

の実態及び経年変化の状況を継続的に観察するとともに、21 世紀の初年である平成 13 年に出

生した子を継続的に観察している調査との比較対照等を行うことにより、少子化対策等の施策

の企画立案、実施等のための基礎資料を得ることを目的としている。 

 

２ 調査の対象 

全国の平成 22 年（2010 年）５月 10 日から同月 24 日の間に出生した子を対象とし、厚生労

働省が人口動態調査の出生票を基に調査客体を抽出した。双子、三つ子についてもそれぞれの

子を対象としている。 

第６回調査における対象児は５歳６か月である。 

 

３ 調査の時期 

平成 27年 12 月１日とした。 

 

４ 調査事項 

父母の就業状況、家族の状況、子どもの生活の状況、子育てに関する意識、保育サービスの

利用状況、子育て費用 等  
 

５ 調査の方法及び結果の集計 

調査票の配布及び回収は郵送により行った。 

なお、結果の集計は、厚生労働省政策統括官（統計・情報政策担当）において行った。 

 

６ 調査票の回収状況等  

調査票の配布数及び回収数は次のとおりである。 

 

 配布数 回収数 回収率 

第１回 43,767 38,554 88.1% 

第２回 38,523 33,356 86.6% 

第３回 37,582 32,380 86.2% 

第４回 34,563 29,582 85.6% 

第５回 32,830 28,161 85.8% 

第６回 30,705 27,785 90.5% 
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７ 利用上の注意 
 

（１）この概況に掲載の数値は四捨五入しているため、内訳の合計が総数に合わない場合がある。 
なお、各図表は集計客体が異なるため、脚注にそれぞれ総数を掲載している。 

 
（２）調査回における対象児の年齢は以下のとおりである。 
 
 
 

 
 
 

 

 
（３）表章記号の規約   

統計項目のあり得ない場合 
 

・ 
 

（４）「出生児縦断調査（平成 13 年出生児）」と「出生児縦断調査（平成 22 年出生児）」の結果

を比較する際は、それぞれを「平成 13 年調査」、「平成 22年調査」としている。 

 

  

調査回 対象児の年齢 

第１回調査 月齢６か月 

第２回調査 １歳６か月 

第３回調査 ２歳６か月 

第４回調査 ３歳６か月 

第５回調査 ４歳６か月 

第６回調査 ５歳６か月 
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結 果 の 概 要 

 

【第 15 回調査（平成 13 年出生児）】 

 
１ 母の就業状況の変化 
   

母が有職の割合は年々増加し、第 15 回調査（中学３年生）では 80.8% 
   
  母が有職の割合は、出産１年前の 54.1%が、第１回調査（出産半年後）で 24.9%に減少したが、

その後は年々増加し、第 15 回調査（中学３年生）では 80.8%となっている。 
母の就業状況の変化をみると、「勤め（パート・アルバイト）」の割合は、第１回調査（出産半年

後）の 3.4%から年々増加し、第 15回調査では 48.9%となっており、「勤め（常勤）」の割合は、第

４回調査（15.3%）から徐々に増加し、第 15回調査では 24.5%となっている。（図１） 

また、第 14 回調査（中学２年生）から第 15 回調査（中学３年生）の変化をみると、第 14 回調

査で「無職」であった母のうち、23.7%が「有職」となり、その内訳では「勤め（パート・アルバ

イト）」が最も多くなっている（表１）。 

第 15回調査の母の就業状況をきょうだい構成別にみると、「有職」の割合は「弟妹のみ」（80.1%）

と「兄姉のみ」（82.8%）では、「兄姉のみ」の方が 2.7 ポイント高くなっている（表２）。 

 
図１ 母の就業状況の変化  
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自営業・家業、

内職、その他
不詳

勤め

（常勤）
無職

有職 54.1

有職 80.8

注：１）第１回調査から第15回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者（総数 23,346)を集計。

２）第３回調査は母の就業状況を調査していない。

有職 24.9
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表１ 第 14 回調査の母の就業状況別にみた第 15回調査の母の就業状況 

 
 

 
表２ きょうだい構成別にみた母の就業状況【第15回調査】 

  

 
  

仕事を
探して
いる

仕事を
探して
いない

 総数　
２） (100.0) 100.0 18.8 5.1 12.9 80.8 24.5 48.9 6.4 0.7 0.4

 無職 (20.3) 100.0 76.0 16.4 57.0 23.7 1.9 18.7 2.1 0.8 0.2

　　　　　仕事を探している (5.7) 100.0 55.1 36.2 17.7 44.7 4.3 38.1 1.3 0.9 0.2

    　　　仕事を探していない (13.9) 100.0 84.8 8.6 73.8 14.9 0.7 10.9 2.5 0.6 0.2

 有職 (79.3) 100.0 4.1 2.2 1.7 95.5 30.3 56.6 7.4 0.7 0.4

    勤め（常勤） (23.4) 100.0 1.8 1.2 0.5 97.8 91.8 5.1 0.6 - 0.2

    勤め（パート・アルバイト） (48.0) 100.0 4.8 2.8 1.8 94.9 4.6 89.1 0.8 0.1 0.2

    自営業・家業 (6.3) 100.0 5.4 1.1 3.9 94.2 4.1 6.7 82.8 0.1 0.4

    内職 (1.0) 100.0 18.6 7.5 9.7 81.4 2.2 25.2 0.9 52.2 0.9

    その他 (0.6) 100.0 8.0 2.9 4.4 92.0 10.2 30.7 22.6 0.7 27.7

注：１)第１回調査から第15回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者（総数 23,346）を集計。

 　  ２)総数には、母の就業状況「不詳」を含む。

　   ３) 　　　　　は、就業状況に変化のないものである。

（単位：％）

　
　　　　　　　　　第15回調査
　　　　　　  　　（中学3年生）

     第14回調査
 　 （中学2年生）

総数　２） 無職 有職

（再掲）

勤め
（常勤）

勤め
（パート・

アルバイト）

自営業・
家業

内職 その他

（
再
掲
）

勤め
（常勤）

勤め
（パート・

アルバイト）

自営業・
家業

内職 その他

 総数 (100.0) 100.0 18.5 81.0 25.1 48.3 6.5 0.7 0.4

　　ひとり（対象児本人のみ） (16.3) 100.0 21.5 78.0 28.0 42.7 6.1 0.6 0.6

　　弟妹のみ (37.2) 100.0 19.5 80.1 24.0 49.0 5.9 0.7 0.4

　　兄姉のみ (35.8) 100.0 16.7 82.8 25.1 50.2 6.5 0.6 0.4

　　兄弟姉妹あり (10.8) 100.0 16.9 82.6 24.9 47.6 8.7 1.0 0.4

     ２)きょうだい構成は、調査対象児と同居している兄弟姉妹の構成をいう。

     ３)総数には、母の就業状況「不詳」を含む。

注：１)第15回調査の回答を得た者のうち、「母と同居」の者（総数 28,335）を集計。

（単位：％）

　　　　　　    母の就業状況

 　きょうだい構成　２）

総　数　３） 無　職 有　職



 

- 7 - 
 

２ 子ども自身が考える進路と保護者が希望する進路 

 

・ 子ども自身も保護者も大学卒業後に働くことを希望する割合が最も高い 

・ 保護者が「子どもの意思にまかせる」と回答した割合は、男児・女児ともに３割超 

   

子ども自身が考える進路と保護者が希望する進路について、「大学卒業後に働くことを考えてい

る」（子ども）・「大学卒業後に働いてほしい」（保護者）と回答する割合が最も高く、性別にみる

と、（子ども）は男児と女児で大きな差はないが、（保護者）は男児の方が女児より 8.6 ポイント

高くなっている。 

（保護者）が「子どもの意思にまかせる」と回答した割合は、男児（32.4%）、女児（37.8%）と、

女児の方が男児より 5.4 ポイント高くなっている。（図２） 

 

 

図２ 子ども自身が考える進路と保護者が希望する進路【第15回調査】 
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具体的にはまだ考えていない
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※子どもの選択肢なし

（子どもの意思にまかせる）

大学卒業後に働くことを考えている

（大学卒業後に働いてほしい）

高校卒業後は専門学校・各種学校へ進

み、その後、働くことを考えている

（高校卒業後は専門学校・各種学校へ進

み、その後、働いてほしい）

中学卒業後は専門学校・各種学校へ進

み、その後、働くことを考えている

（中学卒業後は専門学校・各種学校へ進

み、その後、働いてほしい）

高校卒業後に働くことを考えている

（高校卒業後に働いてほしい）

0.6 

14.6 

51.8 

20.7 

9.7 

2.4 

0.2 

0.9 

19.5 

52.8 

8.8 

15.5 

2.1 

0.4 

0%20%40%60%

子ども

1.4 

0.5 

37.8 

38.5 

14.0 

6.9 

0.8 

0.0 

1.8 

0.5 

32.4 

47.1 

7.9 

9.6 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%

男児

女児

保護者

注：第15回調査の回答を得た者（男児14,796、女児14,014）を集計。

子ども自身が考える進路

（ ）内は保護者が子どもに希望する進路
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３ 子ども自身が考える将来（結婚・最初の子どもを持つ時期）について 
   
（１）結婚 

第 13 回調査で「具体的にはまだ考えていない」と回答した子どものうち、男児の約３割、

女児の約４割が第 15 回調査では 20 歳代で結婚したいと回答 

 

子ども自身が考える結婚に対する意識について、第 13回調査（中学１年生）から第 15 回調査（中

学３年生）の変化を性別にみると、第 13回調査で「具体的にはまだ考えていない」と回答した子

どものうち、男児の約３割、女児の約４割が、第 15 回調査では 20 歳代で結婚したいと考えてい

る（表３）。 

 

 

表３ 第13回調査の子ども自身が考える結婚に対する意識別にみた 

第15回調査の子ども自身が考える結婚に対する意識 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）

男児 (100.0) 100.0 0.4 14.8 27.1 4.0 0.2 0.1 7.4 4.4 40.5 1.2

　10代のうちにしたいと
　考えている (0.3) 100.0 12.8 25.6 10.3 5.1 - - 7.7 5.1 33.3 -

　20～24歳でしたいと
　考えている (13.0) 100.0 0.8 39.8 32.8 1.9 0.2 0.1 4.7 2.7 16.0 1.1

　25～29歳でしたいと
　考えている (20.2) 100.0 0.2 15.2 47.5 5.6 0.1 0.0 5.9 1.9 22.8 0.8

　30～34歳でしたいと
　考えている (3.8) 100.0 - 4.0 29.9 21.1 0.6 0.2 7.3 2.1 33.5 1.3

　35～39歳でしたいと
　考えている (0.2) 100.0 - 9.7 12.9 9.7 9.7 - 9.7 3.2 41.9 3.2

　40歳以降でしたいと
　考えている (0.1) 100.0 25.0 25.0 - 12.5 - - - 12.5 25.0 -

　結婚はしたいが時期は
　考えていない (8.4) 100.0 0.2 13.4 30.5 4.1 0.2 0.1 16.2 2.8 31.6 1.0

　結婚はしたくない (3.0) 100.0 0.5 3.6 6.4 1.2 - - 2.8 32.9 51.4 1.2

　具体的にはまだ
　考えていない (49.3) 100.0 0.3 9.9 18.0 2.7 0.1 0.1 7.6 4.5 55.6 1.2

　不詳 (1.8) 100.0 - 13.0 24.4 3.9 - 0.4 3.9 6.7 39.8 7.9

女児 (100.0) 100.0 0.4 27.3 33.0 2.0 0.0 0.0 7.4 4.3 25.0 0.6

　10代のうちにしたいと
　考えている (0.5) 100.0 11.3 57.7 8.5 1.4 - - 5.6 1.4 11.3 2.8

　20～24歳でしたいと
　考えている (28.5) 100.0 0.6 51.0 29.2 0.9 - - 4.6 1.6 11.4 0.6

　25～29歳でしたいと
　考えている (26.6) 100.0 0.1 19.5 53.3 2.7 0.1 - 6.7 1.7 15.6 0.4

　30～34歳でしたいと
　考えている (1.4) 100.0 - 8.4 40.4 15.7 - - 7.9 3.4 23.6 0.6

　35～39歳でしたいと
　考えている (0.0) 100.0 - - 16.7 16.7 16.7 - - - 50.0 -

　40歳以降でしたいと
　考えている (0.0) 100.0 - 33.3 33.3 - - - - - 33.3 -

　結婚はしたいが時期は
　考えていない (8.4) 100.0 0.4 22.7 32.4 1.8 - - 17.4 2.5 22.3 0.5

　結婚はしたくない (4.1) 100.0 0.6 7.7 11.1 1.5 - - 4.3 39.5 34.7 0.6

　具体的にはまだ
　考えていない (29.3) 100.0 0.2 15.5 21.8 1.8 - 0.0 8.4 5.0 46.3 0.8

　不詳 (1.2) 100.0 - 26.9 26.3 2.6 - - 7.7 5.8 28.2 2.6

注：１)第13回調査から第15回調査まですべて回答を得た者（男児13,851、女児 13,106）を集計。
　   ２) 　　　　　は、結婚に対する意識に変化のないものである。

不詳

　　　　　　 　　　第15回調査
　　　　　　  　　（中学３年生）

    第13回調査
　 （中学１年生）

総数
10代のうち
にしたいと
考えている

20～24歳
でしたいと
考えている

25～29歳
でしたいと
考えている

30～34歳
でしたいと
考えている

35～39歳
でしたいと
考えている

40歳以降
でしたいと
考えている

結婚はしたい
が時期は考
えていない

結婚は
したくない

具体的には
まだ考えて

いない
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（２）最初の子どもを持つ時期 

第 13 回調査で「具体的にはまだ考えていない」と回答した子どものうち、男児の約２割、

女児の約３割が第 15 回調査では 20 歳代で子どもを持ちたいと回答 

 

子ども自身が考える最初の子どもを持つ時期に対する意識について、第 13回調査（中学１年生）

から第 15回調査（中学３年生）の変化を性別にみると、第 13 回調査で「具体的にはまだ考えて

いない」と回答した子どものうち、男児の約２割、女児の約３割が、第 15回調査では 20歳代で

最初の子どもを持ちたいと考えている（表４）。 

 

 

 

表４ 第13回調査の子ども自身が考える最初の子どもを持つ時期に対する意識別にみた 

第15回調査の子ども自身が考える最初の子どもを持つ時期に対する意識 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）

男児 (100.0) 100.0 0.2 5.3 25.9 10.4 0.8 0.1 6.9 4.2 44.9 1.3

　10代のうちに持ちたいと
　考えている (0.1) 100.0 14.3 28.6 7.1 - - - 7.1 7.1 35.7 - 

　20～24歳で持ちたいと
　考えている (4.3) 100.0 0.8 25.1 40.5 5.0 0.7 - 4.5 2.3 19.9 1.2

　25～29歳で持ちたいと
　考えている (19.5) 100.0 0.2 7.7 47.7 12.4 0.5 0.1 5.9 2.1 22.6 0.8

　30～34歳で持ちたいと
　考えている (9.6) 100.0 0.1 2.5 29.2 26.4 2.6 0.1 6.9 2.3 28.9 1.1

　35～39歳で持ちたいと
　考えている (0.9) 100.0 - 1.6 15.9 20.6 10.3 - 8.7 4.0 38.1 0.8

　40歳以降で持ちたいと
　考えている (0.1) 100.0 - 13.3 20.0 26.7 6.7 - - 6.7 26.7 - 

　子どもは持ちたいが時期は
　考えていない (8.3) 100.0 - 4.8 28.6 11.2 1.0 - 15.2 2.5 35.6 1.0

　子どもは持ちたくない (2.8) 100.0 0.5 2.1 7.8 3.1 0.8 - 2.1 31.9 49.9 1.8

　具体的にはまだ
　考えていない (52.3) 100.0 0.1 3.6 16.8 7.2 0.5 0.1 6.5 4.2 59.7 1.3

　不詳 (2.0) 100.0 - 3.9 23.1 10.0 0.4 0.4 3.2 7.5 44.1 7.5

女児 (100.0) 100.0 0.2 12.6 38.4 6.4 0.3 - 8.0 5.0 28.5 0.7

　10代のうちに持ちたいと
　考えている (0.3) 100.0 12.2 53.7 - 2.4 - - 7.3 7.3 14.6 2.4

　20～24歳で持ちたいと
　考えている (12.4) 100.0 0.6 38.2 38.4 1.8 0.1 - 6.1 1.9 12.4 0.7

　25～29歳で持ちたいと
　考えている (33.9) 100.0 0.0 11.8 56.0 7.4 0.2 - 6.1 2.0 16.0 0.5

　30～34歳で持ちたいと
　考えている (5.4) 100.0 - 2.9 41.2 22.2 1.1 - 8.7 2.8 20.5 0.6

　35～39歳で持ちたいと
　考えている (0.2) 100.0 - 6.3 25.0 40.6 6.3 - - - 21.9 - 

　40歳以降で持ちたいと
　考えている (0.0) 100.0 - 33.3 - 33.3 - - - 33.3 - - 

　子どもは持ちたいが時期は
　考えていない (9.7) 100.0 - 10.7 35.4 6.1 0.2 - 17.5 2.4 27.0 0.7

　子どもは持ちたくない (3.9) 100.0 - 2.1 13.2 2.9 0.2 - 5.0 42.7 33.3 0.6

　具体的にはまだ
　考えていない (32.7) 100.0 0.1 6.8 24.3 4.8 0.2 - 8.1 5.9 48.8 0.9

　不詳 (1.3) 100.0 - 11.7 33.3 4.1 - - 10.5 5.8 32.2 2.3

注：１)第13回調査から第15回調査まですべて回答を得た者（男児13,851、女児 13,106）を集計。
　   ２) 　　　　　は、最初の子どもを持つ時期に対する意識に変化のないものである。

不詳

　　　　　　 　　　第15回調査
　　　　　　  　　（中学３年生）

    第13回調査
　 （中学１年生）

総数
10代のうちに
持ちたいと
考えている

20～24歳で
持ちたいと
考えている

25～29歳で
持ちたいと
考えている

30～34歳で
持ちたいと
考えている

35～39歳で
持ちたいと
考えている

40歳以降で
持ちたいと
考えている

子どもは持ち
たいが時期は
考えていない

子どもは
持ちたくない

具体的には
まだ考えて

いない
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４ 子どもが思う悩みや不安 
 

男児、女児とも「進路に関すること」と答えた割合が最も増加 
 

子どもが思う悩みや不安の種類について、第 13回調査（中学１年生）から第 15回調査（中学

３年生）の割合の変化を性別にみると、男児、女児とも最も変化のあった「進路に関すること」

は、男児は 9.4％から 18.5 ポイント増加し 27.9％、女児は 14.5％から 30.0 ポイント増加し

44.5％となっている（図３）。 

 

  図３ 子どもの性別にみた子どもが思う悩みや不安の種類の変化（複数回答） 
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【第６回調査（平成 22年出生児）】 
 

１ 母の就業状況の変化 

 

母が有職の割合は第６回調査（５歳６か月）で 62.2%となり、平成 13 年調査（第６回）の51.4%

に比べて10.8ポイント高い 
   

母が有職の割合は、出産１年前の 62.1%が第１回調査（出産半年後）で 35.7%に減少したが、そ

の後は年々増加し、第６回調査（５歳６か月）では 62.2%となり、平成 13年調査（第６回）の 51.4%

に比べて 10.8 ポイント高くなっている。 
母の就業状況の変化をみると、「勤め（常勤）」の割合は、第１回調査（25.1%）から第６回調査

（25.2%）まで大きな変化はないが、「勤め（パート・アルバイト）」の割合は、第１回調査（出産

半年後）の 6.0%から年々増加し、第６回調査では 30.0%となっている。（図１） 

 

 

 図１ 母の就業状況の変化・世代間比較 

 

 
 
注：1) 平成22年調査の第１回調査から第６回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者（総数 24,106）を集計。 

2) (    )内の数値は、平成13年調査の第１回調査から第６回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者 

（総数35,365）を集計したものである。なお、平成13年調査の第３回調査では母の就業状況を調査していない。 
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（３歳６か月）

第３回調査

（２歳６か月）

第２回調査

（１歳６か月）

第１回調査

（出産半年後）

出産１年前

勤め
（パート・アルバイト）

自営業・家業、

内職、その他
不詳勤め（常勤） 無職

有職 35.7 （25.1）

有職 41.6 （30.4）

有職 46.0

有職 50.7 （41.1）

有職 62.1 （54.5）

有職 58.1 （46.5）

有職 62.2 （51.4）

注2)
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出産１年前の就業状況が「勤め（常勤）」の母のうち、第１回調査から第６回調査まで継続し

て「勤め（常勤）」の母の割合は、平成 22 年調査では 42.7%で、平成 13 年調査の 31.1%に比べて

11.6 ポイント高い 
   

出産１年前の就業状況が「勤め（常勤）」の母について、第１回調査から第６回調査までの就業

状況の変化をみると、平成 22年調査の各回における「勤め（常勤）」の母の割合は平成 13年調査

よりも高い割合で推移し、さらに、第１回調査から第６回調査まで継続して「勤め（常勤）」の母

の割合は平成 22 年調査では 42.7%で、平成 13 年調査の 31.1%に比べて 11.6 ポイント高くなって

いる（図２）。 
 

 図２ 出産１年前の就業状況別にみた母の就業状況の変化・世代間比較 
 

（１）出産１年前の母の就業状況 

 

 
 
（２）出産１年前の就業状況が                         （３）出産１年前の就業状況が 

「勤め（常勤）」の母の就業状況の変化          「勤め（パート・アルバイト）」の母の就業状況の変化 

 
 
  注：第１回調査から第６回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者（平成13年調査総数35,365、出産１年前の    

就業状況が「勤め（常勤）」11,447、「勤め（パート・アルバイト）」5,795、平成22年調査総数 24,106、出産１年前の就業状況が     
「勤め（常勤）」9,109、「勤め（パート・アルバイト）」4,698）を集計。なお、平成13年調査の第３回調査では母の就業状況を調査

していない。 
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31.1% （第１回～第６回まで継続して「勤め（常勤）」）
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有職 53.9%

10.7

9.9

8.5

6.2

4.5

1.4

47.9

45.3

39.0
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２ 子どもの遊び場所 

 

子どもが「友だちの家」で「遊ぶ」割合は 54.8%で、平成 13 年調査（第６回）の67.5%に比べて

12.7ポイント低い 
   
  遊び場所別に子どもが「遊ぶ」（「よく遊ぶ」と「ときどき遊ぶ」の合計。以下同じ。）割合をみ

ると、平成 22 年調査では「自宅」99.4%、「児童館や児童公園などの公共の遊び場」83.6%、「デパ

ート･スーパーなどの遊び場」68.3%の順に高くなっている。 

遊び場所のうち「友だちの家」で「遊ぶ」割合は、平成 22 年調査では 54.8%で、平成 13 年調査

（第６回）の 67.5%に比べて 12.7 ポイント低く、その差が最も大きくなっている。（図３） 

 

 

図３ 遊び場所別にみた「遊ぶ」
注２）

割合の世代間比較【第６回調査】 
 

 

 
注：1）第６回調査の回答を得た者（平成13年調査総数 38,537、平成22年調査総数 27,785）を集計。 

2）「遊ぶ」は「よく遊ぶ」又は「ときどき遊ぶ」と回答した者を集計している。 
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３ 保育所等の利用状況 
   

第６回調査で保育所、認定こども園、幼稚園等を「利用している」割合は97.6% 
   

保育所、認定こども園、幼稚園等の利用状況の変化をみると、「利用している」割合は年々増加

し、第５回調査では 92.0%、第６回調査では97.6%となっている（図４）。 

また、施設別に利用状況の変化をみると、第６回調査では「認定こども園」が増加している（図５）。 

 

図４ 保育所、認定こども園、幼稚園等の利用有無の変化 

 
注：1) 第１回調査から第６回調査まですべて回答を得た者（総数 24,188）を集計。 
  2)「保育所、認定こども園、幼稚園等」とは、「認可保育所（公立）」、「認可保育所（私立）」、「認定こども園」、「自治体独自の保育施設 

（認証保育所など）」、「事業所内（企業内）保育施設」、「認可外保育施設（事業所内（企業内）保育施設を除く）」、「家庭的保育(保育 
ママ）」、「ベビーシッター」、「幼稚園」（第４回調査以降）及び「その他」をいう。 

  3) 第５回調査と第６回調査の「利用していない」には、一時的に利用している者を含む。 

 

図５ 施設別にみた保育所、認定こども園、幼稚園等の利用状況の変化（複数回答） 

 
 
注：1) 第１回調査から第６回調査まですべて回答を得た者（総数 24,188）を集計。 
  2)「保育所等」は、「認可保育所（公立）」、「認可保育所（私立）」、「自治体独自の保育施設（認証保育所など）」、「事業所内（企業内） 

保育施設」、「認可外保育施設（事業所内（企業内）保育施設を除く）」及び「家庭的保育(保育ママ）」のうち、１つ以上利用した者を 
集計。 

  3)「幼稚園」は第４回調査からの調査項目である。 

  4)「その他」は、「ベビーシッター」及び「その他」のうち、１つ以上利用した者を集計。 
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統 計 表 
 
 

【第 15 回調査（平成 13 年出生児）】 

 
 

統計表１ 母の就業状況の変化（５頁図１） 

 
 

統計表２ 第 14 回調査の母の就業状況別にみた第 15 回調査の母の就業状況（６頁表１） 

 

 

 出産１年前 23 346 7 650 3 687 1 291 10 554  164

 第１回調査（出産半年後） 23 346 3 769  802 1 239 17 327  209

 第２回調査 23 346 3 556 1 986 1 369 16 330  105

 第４回調査 23 346 3 575 3 834 1 863 13 843  231

 第５回調査 23 346 3 715 4 845 1 947 12 453  386

 第６回調査 23 346 3 823 5 695 2 057 11 544  227

 第７回調査 23 346 3 867 6 821 2 042 10 447  169

 第８回調査 23 346 4 026 7 820 1 977 9 243  280

 第９回調査 23 346 4 191 8 464 2 028 8 490  173

 第10回調査 23 346 4 311 9 018 1 879 7 857  281

 第11回調査 23 346 4 545 9 897 1 961 6 834  109

 第12回調査 23 346 4 776 10 519 1 825 6 157  69

 第13回調査 23 346 5 104 10 861 1 819 5 422  140

 第14回調査 23 346 5 456 11 216 1 832 4 742  100

 第15回調査 23 346 5 718 11 407 1 747 4 384  90

注：１)第１回調査から第15回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者を集計。

　 　２)第３回調査は母の就業状況を調査していない。

（単位：人）

不　詳

　　　　　　　　　　　  就業状況

   調査回

勤　め

（常　勤）
無職総　数

勤　め

（パート・

アルバイト）

自営業・

家業、内職、

その他

仕
事

を

探
し

て

い
る

仕
事

を

探
し

て

い
な

い

勤
め

（
常
勤

）

勤
め

（
パ
ー

ト
・

ア
ル

バ

イ
ト

）

自
営

業

・
家

業

内
職

そ
の

他

 総数　２） 23 346 4 384 1 200 3 019 18 872 5 718 11 407 1 483  169  95

 無職 4 742 3 603  778 2 701 1 124  88  886  101  38  11

　（再掲）仕事を探している 1 326  730  480  235  593  57  505  17  12  2

    　　　 仕事を探していない 3 252 2 759  281 2 401  484  22  353  81  20  8

 有職 18 504  764  413  311 17 667 5 607 10 473 1 374  131  82

    勤め（常勤） 5 456  98  64  28 5 334 5 008  278  35 -  13

    勤め（パート・アルバイト） 11 216  533  312  197 10 639  520 9 997  89  10  23

    自営業・家業 1 469  80  16  58 1 384  60  99 1 217  2  6

    内職  226  42  17  22  184  5  57  2  118  2

    その他  137  11  4  6  126  14  42  31  1  38

注：１)第１回調査から第15回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者を集計。

 　  ２)総数には、母の就業状況「不詳」を含む。

（単位：人）

　　　　　　　　 　　第15回調査

　　　　　　 　 　 （中学３年生）

 　　第14回調査

　 （中学２年生）

　

無

 
職

　

有

 
職

　

総

 
数

（再　掲）

２）



 

- 16 - 
 

 

 

 

統計表３ きょうだい構成別にみた母の就業状況（６頁表２） 

 
 

 

 

 

 

統計表４  子ども自身が考える進路と保護者が希望する進路【第 15 回調査】（７頁図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤め

（常勤）

勤め

（パート・

アルバイト）

自営業・

家業
内職 その他

 総数 28 335 5 254 22 946 7 121 13 677 1 832  196  120

　　ひとり（対象児本人のみ） 4 607  992 3 595 1 290 1 969  281  27  28

　　弟妹のみ 10 541 2 056 8 439 2 527 5 168  626  76  42

　　兄姉のみ 10 132 1 690 8 389 2 544 5 086  659  62  38

　　兄弟姉妹あり 3 055  516 2 523  760 1 454  266  31  12

注：１)第15回調査の回答を得た者のうち、「母と同居」の者を集計。

     ２)きょうだい構成は、調査対象児と同居している兄弟姉妹の構成をいう。

     ３)総数には、母の就業状況「不詳」を含む。

（単位：人）

　　　　  　   母の就業状況

　

 きょうだい構成　２）

無　職 有　職総　数　３）

（単位：人）

総数
中学卒業後に
働くことを考え

ている

中学卒業後は

専門学校・各種
学校へ進み、そ
の後、働くことを

考えている

高校卒業後に
働くことを考え

ている

高校卒業後は

専門学校・各種
学校へ進み、そ
の後、働くことを

考えている

大学卒業後に
働くことを考え
ている

具体的にはまだ考
えていない

不詳

28 810  95  648 3 661 4 194 15 065 4 924 223

14 796  62  306 2 297 1 298 7 810 2 884 139

14 014  33  342 1 364 2 896 7 255 2 040 84

総数
中学卒業後に
働いてほしい

中学卒業後は
専門学校・各種
学校へ進み、そ

の後、働いてほ
しい

高校卒業後に
働いてほしい

高校卒業後は
専門学校・各種
学校へ進み、そ

の後、働いてほ
しい

大学卒業後に
働いてほしい

子どもの意思に
まかせる

特に考えていない 不詳

28 810  13  223 2 376 3 130 12 372 10 095  142 459

14 796  7  109 1 416 1 164 6 970 4 794  77 259

14 014  6  114  960 1 966 5 402 5 301  65 200

注：第15回調査の回答を得た者を集計。

　総数

　　男児

　　女児

　　　　　子ども自身が考える
　　　　　　　　　　進路の意識

　性別

　総数

　　男児

　　女児

　　　　　保護者が希望する
　　　　　　　　　　進路

　性別
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統計表５ 第 13 回調査の子ども自身が考える結婚に対する意識別にみた 

第 15 回調査の子ども自身が考える結婚に対する意識（８頁表３） 

 

 

 

 

（単位：人）

総数 26 957  100 5 626 8 076  817  26  12 1 994 1 173 8 882  251

　10代のうちにしたいと
　考えている  110  13  51  10  3 - -  7  3  21  2

　20～24歳でしたいと
　考えている 5 536  35 2 622 1 683  70  3  2  256  109  715  41

　25～29歳でしたいと
　考えている 6 276  10 1 104 3 182  248  5  1  400  111 1 180  35

　30～34歳でしたいと
　考えている  700 -  36  228  138  3  1  52  17  217  8

　35～39歳でしたいと
　考えている  37 -  3  5  4  4 -  3  1  16  1

　40歳以降でしたいと
　考えている  11  2  3  1  1 - - -  1  3 -

　結婚はしたいが時期は
　考えていない 2 258  6  405  710  68  2  1  378  59  611  18

　結婚はしたくない  953  5  56  86  13 - -  35  349  401  8

　具体的にはまだ
　考えていない 10 666  29 1 271 2 068  258  9  6  841  497 5 573  114

　不詳  410 -  75  103  14 -  1  22  26  145  24

男児 13 851  50 2 053 3 755  556  23  11 1 021  609 5 605  168

　10代のうちにしたいと
　考えている  39  5  10  4  2 - -  3  2  13 -

　20～24歳でしたいと
　考えている 1 798  14  715  590  35  3  2  84  49  287  19

　25～29歳でしたいと
　考えている 2 791  5  424 1 326  155  3  1  165  53  637  22

　30～34歳でしたいと
　考えている  522 -  21  156  110  3  1  38  11  175  7

　35～39歳でしたいと
　考えている  31 -  3  4  3  3 -  3  1  13  1

　40歳以降でしたいと
　考えている  8  2  2 -  1 - - -  1  2 -

　結婚はしたいが時期は
　考えていない 1 163  2  156  355  48  2  1  188  32  367  12

　結婚はしたくない  422  2  15  27  5 - -  12  139  217  5

　具体的にはまだ
　考えていない 6 823  20  674 1 231  187  9  5  518  304 3 793  82

　不詳  254 -  33  62  10 -  1  10  17  101  20

女児 13 106  50 3 573 4 321  261  3  1  973  564 3 277  83

　10代のうちにしたいと
　考えている  71  8  41  6  1 - -  4  1  8  2

　20～24歳でしたいと
　考えている 3 738  21 1 907 1 093  35 - -  172  60  428  22

　25～29歳でしたいと
　考えている 3 485  5  680 1 856  93  2 -  235  58  543  13

　30～34歳でしたいと
　考えている  178 -  15  72  28 - -  14  6  42  1

　35～39歳でしたいと
　考えている  6 - -  1  1  1 - - -  3 -

　40歳以降でしたいと
　考えている  3 -  1  1 - - - - -  1 -

　結婚はしたいが時期は
　考えていない 1 095  4  249  355  20 - -  190  27  244  6

　結婚はしたくない  531  3  41  59  8 - -  23  210  184  3

　具体的にはまだ
　考えていない 3 843  9  597  837  71 -  1  323  193 1 780  32

　不詳  156 -  42  41  4 - -  12  9  44  4

注：１)第13回調査から第15回調査まですべて回答を得た者を集計。
　   ２) 　　　　　は、結婚に対する意識に変化のないものである。

30～34歳
でしたいと
考えている

35～39歳
でしたいと
考えている

40歳以降
でしたいと
考えている

結婚はしたい
が時期は考
えていない

結婚は
したくない

具体的には
まだ考えて

いない
不詳

　　　　　　 　　　第15回調査
　　　　　　  　　（中学３年生）

    第13回調査
　 （中学１年生）

総数
10代のうち
にしたいと
考えている

20～24歳
でしたいと
考えている

25～29歳
でしたいと
考えている
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統計表６ 第 13 回調査の子ども自身が考える最初の子どもを持つ時期に対する意識別にみた 

第 15 回調査の子ども自身が考える最初の子どもを持つ時期に対する意識（９頁表４） 

 

 

 

 

（単位：人）

総数 26 957  47 2 383 8 612 2 273  149  11 2 006 1 246 9 954  276

　10代のうちに持ちたいと
　考えている  55  7  26  1  1 - -  4  4  11  1

　20～24歳で持ちたいと
　考えている 2 229  14  772  868  59  5 -  126  45  322  18

　25～29歳で持ちたいと
　考えている 7 149  8  734 3 777  663  22  3  430  145 1 322  45

　30～34歳で持ちたいと
　考えている 2 044  1  54  682  510  43  1  154  50  530  19

　35～39歳で持ちたいと
　考えている  158 -  4  28  39  15 -  11  5  55  1

　40歳以降で持ちたいと
　考えている  18 -  3  3  5  1 - -  2  4 -

　結婚は持ちたいが時期は
　考えていない 2 421 -  191  779  207  14 -  397  59  753  21

　結婚はしたくない  902  2  19  98  27  4 -  34  344  364  10

　具体的にはまだ
　考えていない 11 529  15  549 2 254  727  44  6  823  561 6 414  136

　不詳  452 -  31  122  35  1  1  27  31  179  25

男児 13 851  26  733 3 583 1 436  116  11  956  588 6 221  181

　10代のうちに持ちたいと
　考えている  14  2  4  1 - - -  1  1  5 -

　20～24歳で持ちたいと
　考えている  602  5  151  244  30  4 -  27  14  120  7

　25～29歳で持ちたいと
　考えている 2 704  6  208 1 289  335  13  3  159  58  612  21

　30～34歳で持ちたいと
　考えている 1 331  1  33  388  352  35  1  92  30  384  15

　35～39歳で持ちたいと
　考えている  126 -  2  20  26  13 -  11  5  48  1

　40歳以降で持ちたいと
　考えている  15 -  2  3  4  1 - -  1  4 -

　結婚は持ちたいが時期は
　考えていない 1 151 -  55  329  129  12 -  175  29  410  12

　結婚はしたくない  385  2  8  30  12  3 -  8  123  192  7

　具体的にはまだ
　考えていない 7 242  10  259 1 214  520  34  6  474  306 4 322  97

　不詳  281 -  11  65  28  1  1  9  21  124  21

女児 13 106  21 1 650 5 029  837  33 - 1 050  658 3 733  95

　10代のうちに持ちたいと
　考えている  41  5  22 -  1 - -  3  3  6  1

　20～24歳で持ちたいと
　考えている 1 627  9  621  624  29  1 -  99  31  202  11

　25～29歳で持ちたいと
　考えている 4 445  2  526 2 488  328  9 -  271  87  710  24

　30～34歳で持ちたいと
　考えている  713 -  21  294  158  8 -  62  20  146  4

　35～39歳で持ちたいと
　考えている  32 -  2  8  13  2 - - -  7 -

　40歳以降で持ちたいと
　考えている  3 -  1 -  1 - - -  1 - -

　結婚は持ちたいが時期は
　考えていない 1 270 -  136  450  78  2 -  222  30  343  9

　結婚はしたくない  517 -  11  68  15  1 -  26  221  172  3

　具体的にはまだ
　考えていない 4 287  5  290 1 040  207  10 -  349  255 2 092  39

　不詳  171 -  20  57  7 - -  18  10  55  4

注：１)第13回調査から第15回調査まですべて回答を得た者を集計。
　   ２) 　　　　　は、最初の子どもを持つ時期に対する意識に変化のないものである。

具体的には
まだ考えて

いない
不詳総数

10代のうちに
持ちたいと
考えている

20～24歳で
持ちたいと
考えている

25～29歳で
持ちたいと
考えている

30～34歳で
持ちたいと
考えている

35～39歳で
持ちたいと
考えている

　　　　　　 　　　第15回調査
　　　　　　  　　（中学３年生）

    第13回調査
　 （中学１年生）

40歳以降で
持ちたいと
考えている

子どもは持ち
たいが時期は
考えていない

子どもは
持ちたくない
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統計表７ 子どもの性別にみた子どもが思う悩みや不安の種類の変化（複数回答）（10 頁図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）

学校や塾の

成績に関す

ること

進路に関す

ること

部活動（クラ

ブ活動を含

む）でのトラ

ブルに関す

ること

自分の容姿

に関するこ

と

友達との関

係に関する

こと（友達が

できない・友

達の輪に入

れないなど）

親の期待

や要求が

高すぎる

こと

恋愛に関す

ること

何かにつけ

兄弟姉妹と

比べられるこ

と

親がなにか

と干渉して

くること

健康（病

気）に関す

ること

親の仲が悪

いこと

自分と家族

の仲が悪い

こと

いじめに関

すること

性に関する

こと
その他

総数 26 957 9 678 5 531 3 208 1 835 1 701 2 123 1 313 1 070 1 366 1 087 1 064 475 387 613 180 405 16 540  739
　男児 13 851 3 984 2 189 1 307  562  409  601  642  260  527  564  463  200  165  314  56  167 9 452  415
　女児 13 106 5 694 3 342 1 901 1 273 1 292 1 522  671  810  839  523  601  275  222  299  124  238 7 088  324

総数 26 957 12 756 7 570 9 704  870 2 725 1 762 1 414 1 377 1 239 1 645 1 341 601 537 267 239 517 13 774  427
　男児 13 851 5 313 2 885 3 868  237  653  486  684  500  465  857  543  239  249  130  123  230 8 264  274
　女児 13 106 7 443 4 685 5 836  633 2 072 1 276  730  877  774  788  798  362  288  137  116  287 5 510  153

 注：第13回調査から第15回調査の回答を得た者を集計。

悩みや不安

は特になし
不詳

　　　　　悩みや

　　　　　　不安

　

　

調査回・性別

総数

子ども自身の悩みや不安（複数回答）

第13回調査
（中学１年生）

第1５回調査
（中学３年生）

悩みや不安

がある
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【第６回調査（平成 22年出生児）】 

 

 統計表１ 母の就業状況の変化・世代間比較（11 頁図１） 

 
注 : 第１回調査から第６回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者を集計。 

なお、平成13年調査の第３回調査では母の就業状況を調査していない。 

 

 統計表２ 出産１年前の就業状況別にみた母の就業状況の変化・世代間比較（12 頁図２） 

 
注 : 第１回調査から第６回調査まですべて回答を得た者のうち、ずっと「母と同居」の者を集計。 

  なお、平成 13 年調査の第３回調査では、母の就業状況を調査していない。  

（単位：人）

 出産１年前 24 106 9 109 4 698 1 151 9 063  85 35 365 19 275

 第１回調査（出産半年後） 24 106 6 059 1 453 1 100 15 342  152 35 365 8 881

 第２回調査 24 106 5 845 3 035 1 157 13 833  236 35 365 10 753

 第３回調査 24 106 5 711 3 989 1 384 12 818  204 35 365 ・

 第４回調査 24 106 5 717 4 895 1 604 11 452  438 35 365 14 539

 第５回調査 24 106 5 994 6 322 1 684 10 043  63 35 365 16 435

 第６回調査 24 106 6 076 7 236 1 690 9 043  61 35 365 18 176

　　　　　　　　　　就業状況

   調査回
総　数

勤め
（常勤）

勤め
（パート・

アルバイト）

自営業・
家業、内職、

その他
無職 不詳 総　数 有　職

平成22年調査 平成13年調査

（単位：人）

　　　　　　　　就業状況

　調査回

総　数
勤め

（常勤）
勤め（パート・
アルバイト）

自営業・家業、
内職、その他

無職 不詳

（再掲）
第１回調査から

第６回調査まで

継続して「勤め
（常勤）」の母

（１）出産１年前の母の就業状況

平成13年調査 35 365 11 447 5 795 2 033 15 822  268

平成22年調査 24 106 9 109 4 698 1 151 9 063  85

（２）出産１年前の就業状況が「勤め（常勤）」の母の就業状況の変化

　平成13年調査

第１回調査 11 447 5 453  252  134 5 584  24 ・ 

第２回調査 11 447 4 874  902  256 5 366  49 ・ 

第４回調査 11 447 4 593 1 597  500 4 661  96 ・ 

第５回調査 11 447 4 592 1 944  511 4 243  157 ・ 

第６回調査 11 447 4 567 2 275  542 3 942  121 3 558

　平成22年調査

第１回調査 9 109 5 941  201  80 2 880  7 ・ 

第２回調査 9 109 5 389  794  164 2 694  68 ・ 

第３回調査 9 109 5 111 1 027  299 2 604  68 ・ 

第４回調査 9 109 4 957 1 251  376 2 372  153 ・ 

第５回調査 9 109 5 062 1 540  359 2 132  16 ・ 

第６回調査 9 109 5 019 1 757  323 1 990  20 3 893

（３）出産１年前の就業状況が「勤め（パート・アルバイト）」の母の就業状況の変化

　平成13年調査

第１回調査 5 795  72  851  198 4 645  29

第２回調査 5 795  190 1 306  223 4 058  18

第４回調査 5 795  351 1 809  326 3 240  69

第５回調査 5 795  396 2 062  396 2 830  111

第６回調査 5 795  484 2 238  403 2 604  66

　平成22年調査

第１回調査 4 698  68 1 122  119 3 380  9

第２回調査 4 698  211 1 512  150 2 771  54

第３回調査 4 698  293 1 695  199 2 468  43

第４回調査 4 698  399 1 834  235 2 151  79

第５回調査 4 698  464 2 126  248 1 845  15

第６回調査 4 698  504 2 249  273 1 659  13
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統計表３ 遊び場所別にみた遊びのようすの世代間比較【第６回調査】（13 頁図３） 

 
注：第６回調査の回答を得た者を集計。  

 
 
 

 統計表４ 保育所、認定こども園、幼稚園等の利用状況の変化（14 頁図４・図５） 

 
 

注：1)第１回調査から第６回調査まですべて回答を得た者を集計。 
  2)「保育所、認定こども園、幼稚園等」とは、「認可保育所（公立）」、「認可保育所（私立）」、「認定こども園」、「自治体独自の保

育施設（認証保育所など）」、「事業所内（企業内）保育施設」、「認可外保育施設（事業所内（企業内）保育施設を除く）」、「家

庭的保育(保育ママ）」、「ベビーシッター」、「幼稚園」（第４回調査以降）及び「その他」をいう。 
  3)「保育所等」は、「認可保育所（公立）」、「認可保育所（私立）」、「自治体独自の保育施設（認証保育所など）」、「事業所内（企

業内）保育施設」、「認可外保育施設（事業所内（企業内）保育施設を除く）」及び「家庭的保育(保育ママ）」のうち、１つ以上

利用した者を集計。 
  4)「幼稚園」は第４回調査からの調査項目である。 
  5)「その他」は、「ベビーシッター」及び「その他」のうち、１つ以上利用した者を集計。 

  6)第５回調査・第６回調査の「利用していない」には、一時的に利用している者を含む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：人）

遊ぶ

よく遊ぶ ときどき遊ぶ

平成13年調査 38 537 38 048 36 647 1 401  32  457

平成22年調査 27 785 27 624 26 890  734  27  134

平成13年調査 38 537 26 023 3 448 22 575 10 779 1 735

平成22年調査 27 785 15 225 1 247 13 978 11 710  850

平成13年調査 38 537 30 327 5 829 24 498 6 489 1 721

平成22年調査 27 785 23 234 5 736 17 498 4 003  548

平成13年調査 38 537 20 571 2 501 18 070 15 705 2 261

平成22年調査 27 785 17 048 2 737 14 311 9 839  898

平成13年調査 38 537 24 923 2 265 22 658 11 486 2 128

平成22年調査 27 785 18 965 2 270 16 695 7 989  831

平成13年調査 38 537 13 527 3 843 9 684 22 834 2 176

平成22年調査 27 785 8 195 2 106 6 089 18 414 1 176

原っぱ、林、海岸な
どの自然の場所

デパート・スーパー
などの遊び場

空き地や路地

不詳遊ばない

自宅

友だちの家

児童館や児童公園
などの公共の遊び場

総数

　　　　　　　　　　遊びのようす

遊び場所

（単位：人）

保育所等 認定こども園 幼稚園 その他

第１回調査 24 188 1 006  918  32 ・  65 23 163  19

第２回調査 24 188 7 343 7 038  208 ・  127 16 795  50

第３回調査 24 188 9 380 8 845  320 ・  193 14 764  44

第４回調査 24 188 13 503 10 116  488 2 630  275 10 637  48

第５回調査 24 188 22 261 10 752 1 039 10 328  205 1 911  16

第６回調査 24 188 23 598 10 239 2 425 10 886  217  487  103

不詳
　　 利用状況

調査回

利用している施設（複数回答）総　数 利用
している

利用して
いない

注3) 注4)

注6)

注5)

注6)
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用 語 の 定 義 

 
 
（１）同居者 

同居者には次のものは含まない。 
① 長期（概ね３か月以上）にわたって不在にしている者 
② 現在不在で不在期間が長期にわたることがわかっている者 
ただし、①、②の者で途中定期的に帰宅する者は同居者としている。 
 
 

（２）きょうだい構成 
調査対象児と同居している兄弟姉妹の構成であり、調査対象児が双子、三つ子の場合、他に 

きょうだいがいなければきょうだい「兄姉のみ」としている。 

年齢不詳のきょうだいがいる場合、第１回調査時からいるきょうだいは、「兄姉」としている。 

 

 

 

 

 

 

（３）就業状況 
「有職」 

勤め（常勤）、勤め（パート・アルバイト）、自営業・家業、内職、その他を合わせたもの 

育児休業中等の休業を含む。 

「勤め（常勤）」 

事業所の所定労働時間を通じて勤務する者 

「勤め（パート・アルバイト）」 

同一事業所の一般の労働者より１日の所定労働時間が短い又は１日の所定労働時間が同じ

でも１週の所定労働日数が少ない者 

「無職」 

家事（専業）、無職、学生を合わせたもの 

ひ と り 調査対象児本人のみ 

弟 妹 の み  調査対象児のほかに弟や妹がいる 

兄 姉 の み  調査対象児のほかに兄や姉がいる 
兄弟姉妹あり 調査対象児のほかに兄や姉と弟や妹がいる 


